
□ 次の問いに答えなさい。

(1)(I+1)(】 +2)(I-3)(I-4)を 展開しなさい。
O)2ゴ 十1ノーダー31+3ノ ー2を 因数分解しなさい。

(3)I‐1+V3 のとき,ゴー312+】-2の値を求めなさい。
律) v ″2 + 4 ″+ 4 -

簡単にしなさい。

① a < - 2 ② - 2 ≦ ″< l  ③ α≧ 1

(5)放 物線 メ=一 r+31 を ,軸 方向に -1・ ノ軸方向に

3だ け平行移動した放物燎の方程式を求めなさい。

(6)不 等式 αゴ+う 斉+2<0 の 解が  ヌ <-2.:<】

となるような定数α,うの値を求めなさい。

を次の場合に分けて
-2α+1

平成 11年 度 第 2回 数学診断テスト (解答解説》 C問 題 (50分)
(出題のねらい》
(1),(2)式の展開,因 数分解ができるか。

(3)式の変形を利用して,計 算ができるか。

<】みZtt FH5提憂 >

(4)丁矛=lα lが分かるか。

(5)関数のグラフを平行移動 したグラフの

方程式を求めることができるか。

(6)与えられた解をもつ2次 不等式を求める

ことができるか。

(解答解説》
(1)(与式)=(メ ■1)(メー3)X(メ +2)(ヌ ー4)={(】 2_2ヌ

)-3}{(】 2十-21)-8}
=(.2_2メ )2_11(斉 2_2方

)+24=メ 4_4メ 3_7メ 2+22メ +24
(2)(与】監)=2】 2+(ノ ー3)I― (ノ

2_3ノ +2)=2ヌ 2+(ン ー3)メー(ノー1)(ノー2)
={2メ ー(ノー1)}{メ+(ノ ー2)}=(2】 一ノ+1)("十 ノー2)

(3)】=1+張 ;の とき,メー1=福  両 辺を2乗すると12_2X+1=3
. ・. メ2 _ 2 メ ー 2 = 0  よ って, ( 与式) = ( = 2 _ 2 斉- 2 ) ( メー 1 ) 十ヌー 4
= 0 + ( 1 + V 石) - 4 = V 石- 3

( 4 ) v α2 + 4 α+ 4 - V ″2 _ 2 ″+ 1 = V ( α+ 2 ) 2 _ v ( ″_ r ) ら= l α+ 2 1 - l α- 1 1
①α<-2の とき, lα +21=一 (α+2), lα -11=一 (2-1)だ から,(与 式)=-3
②-2≦ α<1の とき, lα +21=α +2, lα -11=― (″-1)だ から,

(与式)=2α +1

③ a≧ 1のとき, lα +21=a+2, lα -11=α -1だ から,(与 式)=3
(5)関数 ノ=一 ガ +3メ  において,I→ メ+1,ノ → ノ

ー3 で おきかえると,求 める関数は,
ノ

ー3=― ● +1)2+3● +1)す なわち, ノ=~ヌ 2+ヌ +5

1

(6)メ<-2,百 <メ を解にもつ2次不等式の1つは,(メ+2)(3メー1)>0すなわち"
3メ +5ヌ ー2>0 両 辺に-1を かけて, -3メ ー5】 +2<0⇔ αノ 十b】+2<0,

係数を比較 して α =-3,う =-5

□  2次 方程式 ゴー(P+2)=+4=0が 次の条件を

満たすように定数 ″の値の範囲を定めなさい。

(1)異 なる 2つ の解がともに正

O)1 よ り大きい解と 1 よ り小さい解

く出題のねらい》
・2次関数と2次方程式の関係がわかるか。
,2次 方程式の問題を2次関数のグラフを利用し
て解くことができるか。

・2次不等式を解くことができるか。

《解答解説》 /KI)=ノ ー(P+2)メ +4と おき変形すると

灼 = 作
一生
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( 1 ) y =スわのグラフが右図のようになればよいから

ばピ寡!鑑
…
ず。…②

①より P2+4P-12>0,(P+6)(β -2)>0

ゴ. クく- 6 , 2 < P

②よリ ク > - 2 よつて ″> 2

( 2 ) y = / t I )のグラフが右図のようになればよいから
/ 0 ) = 1 - (″ + 6 ) + 4く 0  よ って

' P > 3

匡陣数ン=―ぱ+2】)=+4(f+21)+1 について,
次の問いに答えなさい。

(1)r=f+2メ  と するとき, rの 値の範囲を求めなさい。

(2)メの最大値・およびそのときの Iの 値を求めなさい。

《解答解説》
(1)′=(メ +1)2_1ょ り,r≧ -1

《解答解説》

(1)余 弦定理 よりAC 2=72+52_2X7X5X COS 60°

(2)外接円の半径を Rと ぉ くと正弦定理より品ぴ
=2R

(2)ノ=一 r2+4r+1(r≧ -1)の 最大値を求める。
ノ=― (r-2)2+5(r≧ -1)だ から ノは r=2の とき最大値 5を とる。

確i章雪F'とき登う島事]韻。
くとX=世拒となる。よって,

《出題のねらい》
・2次 関数の最大値,最 小値を求めることが
できるか。

・4次 式の各項に共通している2次 式を1つの
文字で置き換えることで,特 別な形の4次 関数
を2次 関数の問題として扱うことができるか。

《出題のねらい》
・余弦定理を利用 して, 2辺 と余弦から

対辺が導き出せるか。
・円に内接する四角形の対角の性質が、

利用できるか
,正弦定理を利用 して外接円の半径を求
めることができるか。

・2つ の三角形の面積を求めて,四 角形
の面積を求めることができるか

(3) 円 に内接する四角形の性質より∠Dこ 180°一∠B=120°
よって、AD=】 とぉくと、余弦定理より 39= メ 2+22_2X

これを整理 して メ 2+2】 -35=0 , 位 -5)● +7)=0

△ABC=歩 X7X5Xsあ∞
°=堂 王王

・△ADC=;X5X2Xsれ 12げ

四角形ABCDの 面積 Sは

S=△ ABC+△ ADC=宰

=39 .・ .AC=丙

∴R=;Xtt X者=海

2Xヌ X COS120°

】> 0 よ リ ヌ= 5

5拒
=  2  よ

り

~  ヽ
二 月 比 ′

円に内接 す る四角形 A B C Dに おいて・畑 = 7 , B C = 5 , C D =

2,∠ B=60° でぁるとき次の問いに答えなさい。

(1)ACの 長さを求めなきい。

O)円 の半径を求めなさい。

(3)四角形ABCDの 面積を求めなさい。



等差政列 てαn〕と等比数列 {Dn}がある。次の問いに
答えなさい。

(1)数列てαH}が初項2.公 差3で あるときてαn}の
一般

項を求めなさい。

°)・■
=2D+う

0(n=1,2,3,・
・…・)とおくとき, 。2=ll'

ご
3=20で ぁるとする。てあ

H}の
一般項を求め4さ い。

(3)数列{。n}の初項から第n項 までの和を求めなさい。

《解答解説》
(1)an=″十(″-1)ゴ よ り αn= 2+(刀 -1)3=3n-1

9)てうn}の初項α・公比ア とおくと みn=αアn~1

02=11よ り o2 =α 2+う2=5+α ァ=11 .・ .αア=6… 〕①

C3=20よ り o3 =α 3+う3=8+α /2=20 .・.α″2=12… ・②

①,② よりr=2,α =3 よ って うn=3・ 2n_1

(3){αn}の初項から第n項 までの和は;京
4+傷 -1)X3}=号 ″2+号材

3(冴-1)

{うn}の初項から第n項 までの和は 2-1 =

《出題のねらい》
・等差数列の初項と公差から一般項を求める
ことができるか。

・等比数列の一般項を求めることができるか。
・等差数列と等比数列の第n項 までの和を求め
ることができるか。

3・牙-3

=3・ 冴十
;″

2+;″ -3

《出題のねらい》
・条件にあった順列による数え上げができるか。
・余事象の考え方を用いて数え上げることがで

きるか。

(解答解説》

(1)一の位の選び方は 「1」 と 「3」 の2通 り

百の位の選び方は0と 一の位の数字を除く

3通 り。十の位は残 りの3つ の数字のどれ

を選んでもよいから、求める場合の数は

2 X 3 X 3 = 1 8 ( 通 り)

《出題のねらい》
・反復試行についての確率が計算できるか。
・(1),(2),(3)のそれぞれにおいて,的 確に

場合分けして計算ができるか。

よって、数列{cn}の 初項から第 n項 までの和はSn

< 個 数 の 処 理 >

5個 の数字 0,1, 2,3・ 4を 用いて整数をつくると

き,次 の問いに答えなさい。

(1)異なる3個 を用いて3桁 の整数をつくるとき,奇 数はい

くつできるか。

O)異 なる4個 を用いて4桁 の整数をつくるとき,2100

以上の整数はいくつできるか。

(3)重複を許して4補 の整数をつくるとき,同 じ数字は3回

まで用いてよいことに すると,整 数はいくつできるか。

O)2100以 上の整数をつくるには、
①千の位を3,4の どれかにする  2X4X3X2=48(通 り)
②千の位2,百 の位が0以外である lX3X3X2=18(通 り)
①十②より求める場合の数は 66(通 り)

(3)全ての重複を許して4桁 の整数を作ると 4X5X5X5=500(通 り)
そのうち0以外の4つ の数字で4回 の重複をする場合は4通 り
したがって,求 める場合の数は 500-4=496(通 り)

1個のサイコロを投げ, 3の 倍数の目が3回 出たら終了する

ゲームを行うとき.次 の問いに答えなさい。

(1)サイコロをちょうど3回 投げてゲームが終了する確率を求

めなさい。

O)サ イコロをちょうど5回 投げてゲームが終了する確率を求

めなさい。

C)サ イコロを投げて5回 までに終了する確率を求めなさい。
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(3)(1)でちょうど3回,(2)でちょぅど5回で終了する確率を求めたので,ち ょうど4回 で終了
する確率を求める。
①3回投げた時点で3の 倍数の目が2回 , 3の倍数以外の目が1回出る。
②4回 目に投げたサイコロが3の倍数の日である。

①の確率は 3C2Xt告 12xに||=;,② の確率は;,よ って求める確率は;X告
=身

ゆえに,5回 までに終了する確率は(1),(2)ょ り歩
十

綜
十

芽
=苦


